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地域相談支援、計画相談支援、障害児相談

なみそうだんサポートセンター

※ 日南市相談支援事業受託
※ 日南市地域自立支援協議会事務局員
※ 指定特定相談支援事業者計画相談支援
　 障害児相談支援
※ 日南市障害者施策推進協議会委員
※ 日南市要保護児童対策地域協議会参加
※ 日南串間成年後見ネットワーク協議会参加 

相談支援の仕事は、幅広く・底深く・天井高く、終わりが見えず・高度な専門知識を必要とするイ
メージが強いのでしょうか？
私も相談支援専門員としては、経験も浅く半人前であり、知識も少なく、事あるごとに「どうしよう
かな？」と悩んでいます。その「どうしようかな」の中心は利用者さんであり、ケースにもよります
が、その方が、どうしたら毎日楽しく、安心して過ごせるだろうか等と常々考えています。計画相談を
紙に起こすまでの本人とその関係の方々との時間がとても大切な仕事だと考えています。その際、自分
に足りない知識は、他の相談支援専門員の方にも知恵をお借りしてサポートしてもらっています。一人
の利用者さんの為に、いろんな方々が助け合い、アプローチしながら、その方が笑顔になれるように手
助けを行っていく仕事であり、安心して過ごしている姿を見かけると私もホッとします。この小さな
ホッとの積み重ねが相談支援専門員としてのやりがいの一つでもあります。また、困った時に私の顔が
浮かんでもらえるような存在になれれば良いのですが、今は、まだまだ努力が必要です。日常の中で、
他の方には些細な事と思われる事であっても、その方にとっては大きな壁の様な悩みもあります。その
一歩が踏み出せない。その一言が伝えられない方もいます。相談の仕事の一部ではありますが、その
方々が笑顔になれるように寄り添って行く、楽しく過ごせるようにサポートする役割です。
　おわりに。悩みは似た内容であっても人それぞれで感じ方、大きさが違うものです。基本的な事で
すが、一つの物差しで計らず、その方の立場に立って考えていく事をいつも心がけています。
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センター  なみ
そうだんサポート
センター  なみ

◎費用は無料です。どんなことでも、
　まずはお気軽にご相談下さい。

当法人の冨山理事のYouTubeチャンネルです。
つよし会事業所をドローンで撮影した動画がUP
されます。どうぞご覧になってください。

相談支援専門員 髙橋　浩二俯 瞰 し て み る
ふ　  かん
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　鵜戸神宮の年中行事として、稲作にかかる一連の神事があります。
　２月には、祓い清められた籾種を苗床にまく播種祭を斎行します。3月初旬には御神田
清祓祭を、そして同月下旬頃に御田植祭を行います。ついで4月から7月の15日には御神
田月次祭を、７月下旬頃を目途に抜穂祭を実施するという流れです。丁重な神事を行って
いることを以て、如何に稲作を重要としているのかを解っていただけるのではないでしょ
うか。
　この稲作のお手伝いをしていただいているのが、つよし共働センターの皆さんです。
　播種祭は、平成30年よりつよし共働センター内にて行っています。もちろんその後の
苗床の管理と育成もお願いしています。もともとは、御供上総代の田中様にお願いしてい
ましたが、ご高齢により奉仕することが難しくなってきました。そこで日頃より教育の一
環として稲作をとりいれていらっしゃる、つよし共働センターに依頼することとなったの
です。
　また、御田植祭や抜穂祭には、JA女子職員や鵜戸小中学校の生徒さんたちと一緒に奉
仕してくれます。機械を使わない昔ながらの手植えです。稲の成長を願う祝詞に、「手肱
に水泡掻垂り向股に泥掻寄せて」とありますが、まさにこの描写のごとくです。つよし共
働センターの利用者さんたちも、地域の人や子どもたちに交じりながら泥まみれになって
楽しく奉仕してくれます。やがてたわわに稔った黄金色の初穂を鎌で刈り取ります。
　このような神事を通して、収穫の愉しみや食物の大切さも知ります。皆と一緒に汗を流
して奉仕することによって、老若男女を問わず心が一つになります。つよし共働センター
の皆さんは、我が国の基本をなしている稲作の担い手であり、それにかかる伝統神事の継
承者でもあるのです。
　そして収穫した稲穂の一部を、伊勢神宮の神嘗祭（10月17日）の初穂として奉献しま
す。伊勢神宮のご祭神である天照大御神は、日本に「稲作の技術を広めるよう」に命じら
れた神さまだからです。また精米したもの
は、年間の鵜戸神宮の神さまへのお供え
や、参拝者へのお祝いの餅としても大切に
使われます。
　このように鵜戸神宮の稲作は、つよし共
働センターの皆さんのご協力をいただいて
います。今年もコロナウイルス感染症のた
めに参加いただけなかったことはとても残
念でしたが、来年こそ皆さんと一緒に奉仕
できることを楽しみにしています。

「つよし会と鵜戸さん」②
鵜戸神宮　宮司 黒 岩 昭 彦つよし共働センターと御田植神事

黒岩宮司様には今後掲載していただくことになりました。

もみたね

あまてらすおおみかみ

かんなめさい

ひじかきよむかももみなわかきた

たなひじのりと

ごくあげそうだい

ぬきほさいつきなみさい

きよばらいさい

ごしんでんはしゅさいなえどこ
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